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研究成果の概要（和文）：本研究では， ネットワーク・ゲーム理論の枠組みに基づき，社会的

ネットワークの形成と人々の間の協調関係の構築について，そのメカニズムの理論的な解明を試

みた．より具体的には，社会的ネットワーク上においてリンクで結ばれた主体同士が協働活動を

行う状況を想定し，ネットワークの構造が協調関係の形成に与える影響を明らかにする． 

 

研究成果の概要（英文）：In this research project, we study on social coordination in networks. 

First, we focus on the evolution of coordination in social networks and examine the effect 

of network topology on the long-run outcome. Second, we propose a theoretical framework 

that incorporates both social and transportation networks into an equilibrium model of 

social interactions in order to examine how the level and the spatial pattern of social 

coordination between agents depend on both networks. Our finding unveils a mechanism of 

coordination in social networks, which is now supposed to be a key factor of regional 

sustainable development. 
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１．研究開始当初の背景 
 
昨今，より良い地域生活を目指し，地域内の
多様な主体（住民・NPO・企業・行政など）
が協働して様々な社会的サービスを提供し
ようとする取り組み（以降，協働型地域づく
り活動と呼ぶ）が全国各地で展開され始めて

いる．その取り組み内容は，地域交通，環境
保全，文化・歴史，観光・交流，医療・福祉，
子育て・教育，防災・防犯など多岐にわたり，
地域生活の質改善のみならず，新しい雇用の
創出など経済的効果にも期待が寄せられて
いる．この度，策定された国土形成計画にお
いても，「新たな公」を基軸とする地域づく
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りが戦略的目標の 1 つとして掲げられ，協働
型地域社会の実現に向けた動きが本格化し
ている． 

地域活性化において，ソーシャル・キャピ
タル（社会的関係資本）の重要性が指摘され
ている．ソーシャル・キャピタルとは，人間
のつくる社会的組織のなかに存在する信頼，
規範，ネットワークのようなソフトな関係を
意味する．協働型地域づくりは，その活動の
成否においてソーシャル・キャピタルが重要
な要因であると同時に，活動自体を通じて社
会的ネットワークが拡がり，人々の間の協調
関係が構築されるという意味でソーシャ
ル・キャピタルを形成する役割も果たす．こ
れは即ち，協働型地域づくりにおいて，様々
なレベルのポジティブ・フィードバックが働
くことを意味する．例えば，ある取り組みに
おいて局所的な成功が引き金となり全体へ
と波及するケースや 1 つの取り組みでの成
功が足掛かりとなり別の取り組みでも成功
を収めるケースが実際にも多く見られる．し
かし，社会的ネットワークを介して，こうし
た作用がどのように働くかについて理論的
に十分には解明されていない． 

協働型地域づくりにおいて，「活動がどの
ように進展するか」，また「長期的に持続可
能であるか」といった問いに答えるためには，
社会的ネットワークと人々の間の協調関係
の背後にあるメカニズムを深く理解する必
要がある． 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，ネットワーク・ゲーム理論
の枠組みに基づき，社会的ネットワークの形
成と人々の間の協調関係の構築について，そ
のメカニズムを理論的に解明することである．
より具体的には，社会的ネットワーク上にお
いてリンクで結ばれた主体どうしが協調ゲー
ムを行う状況を想定し，ネットワークの構造
が協調関係の形成に与える影響を明らかにす
ることである．なお，主体の協働活動の水準
を協調か非協調の離散的な２値で表す離散型
モデルと連続的な値で表す連続型モデルにつ
いてそれぞれ分析を行った． 
 
３．研究の方法 
 
平成２２年度には，離散型モデルにおいて，
社会的ネットワークの位相幾何学的特性に
着目してシミュレーション分析を行った．平
成23 年度には，任意の社会的ネットワーク
上における各個人の協働活動水準を解析的
に分析可能な連続型モデルを構築した． 
平成24 年度には，連続型モデルを用いて社
会的ネットワーク及び空間構造が協働活動
水準に及ぼす影響について解析を行った． 

４．研究成果 
 
（ １ ） 離散型モデル 
 
ネットワークの位相幾何学的特性として，ス
ケールフリー性とスモールワールド性に着
目し，ネットワークの構造が協調形成に与え
る影響を明らかにするためにシミュレーシ
ョン分析を行った． 
具体的には， Scale Free (SF)ネットワーク，
Erdos-Renyiネットワーク，Watts   and 
Strogatz (WS)ネットワークを取り上げ，次
数，平均距離，近接性，クラスター性といっ
たネットワーク指標と協調形成の関係につ
いて分析を行った．分析の結果，次の命題を
得た． 
 
①すべてのネットワークにおいて，リスク支
配的な行動が選択される確率が高い． 
 
②リスク支配的な行動がない場合，協調行動
を選択する割合はいずれのネットワークも
0.5で等しい．また，割合の分散は，近接性
が高く，クラスター性が高い程小さい． 
 
③SFネットワークでは，非協調行動が選択さ
れる確率が他のネットワークと比較して高
い． 
 
④WSネットワークでは， 平均距離が短い程，
協調行動が選択される確率が高い． 
 
以上より，協調行動の自律安定的な存続にお
いて，中心性の高い主体の存在は必ずしも良
い効果をもたらすとは限らないこと，また，
各主体が開かれた交友関係を持つことが重
要であることが明らかとなった． 
 
（２）連続型モデル 
 
社会的ネットワーク及び交通ネットワーク
の構造が都市空間上における主体の協働活
動（フェイス・ツゥー・フェイス・コミュニ
ケーション行動とも解釈できる）に及ぼす影
響を分析するための理論的枠組みを構築し
た．具体的には，一般的な交通ネットワーク
の下，社会的ネットワーク上でつながり（リ
ンク）を持つ主体同士が互いを訪問して協働
活動を行う状況を想定し，システム全体とし
ての均衡における主体間の活動水準を解析
的に導出した．その上で，社会的ネットワー
ク及び交通ネットワークの位相幾何学的構
造と協働活動の関係について分析を行う．ま
た，厚生分析により均衡における協働活動水
準が非効率的であることを示し，最善政策に
ついて検討を行った．さらに，主体の立地選
択を内生化した枠組みへの拡張を行った．分



析の結果，以下の命題を得た． 
 
（２）連続型モデル 
 
社会的ネットワーク及び交通ネットワーク
の構造が都市空間上における主体の協働活
動（フェイス・ツゥー・フェイス・コミュニ
ケーション行動とも解釈できる）に及ぼす影
響を分析するための理論的枠組みを構築し
た．具体的には，一般的な交通ネットワーク
の下，社会的ネットワーク上でつながり（リ
ンク）を持つ主体同士が互いを訪問して協働
活動を行う状況を想定し，システム全体とし
ての均衡における主体間の活動水準を解析
的に導出した． 
その上で，社会的ネットワーク及び交通ネッ
トワークの位相幾何学的構造と協働活動の
関係について分析を行う． 
また，厚生分析により均衡における協働活動
水準が非効率的であることを示し，最善政策
について検討を行った． 
さらに，主体の立地選択を内生化した枠組み
への拡張を行った．分析の結果，以下の命題
を得た． 
 
①社会的ネットワークの成長及び活動を通
じた主体間の相互作用の強度の増加はとも
に，任意の主体間の均衡における協働活動水
準を増加させること，交通ネットワーク整備
によって少なくとも1組の主体のペアについ
て交通費用が減少するならば，任意の主体間
の均衡における協働活動水準は増加するこ
と，また，両者ともその結果として全ての主
体について厚生が改善することを解析的に
明らかにした． 
 
②Nash均衡における協働活動水準は，社会的
最適水準よりも過少で非効率的である． 
単位あたりの活動に適切な水準の（soij=θ
Σgkivki）補助金を与えれば，補助金政策下
での均衡状態として社会的最適状態が達成
されることを解析的に明らかにした． 
 
③主体の立地選択を内生化した枠組みへと
拡張し，スター型の社会的ネットワーク及び
円形都市を想定した数値事例の分析結果よ
り，相互作用の強度の増加は立地集積をもた
らすこと，交通費用の低下に伴って分散-集
積－分散という立地パターンが順に発現す
ることを示した． 
 
なお，上記の成果をまとめた論文は査読付き
国内学術雑誌（１編） 
国際会議査読付きプロシーディング（2 編）
へ投稿中である 
（平成25 年5 月現在） 
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